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上志比幼児園に待望のプールが完成！7月25日のオープニングセレモニーでは、園児が一斉に風船を空に
飛ばしました。園児たちは、先生の合図とともにプールに入るなり、水かけごっこを楽しんでいました。 

戸籍の窓 7月届出分（敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

2008年8月1日現在（前月比） 

合　計　20,214人　（－15） 

　男　　 9,739人　（－13） 

　女　　10,475人　（－ 2） 

世帯数　 6,104世帯（－ 7） 

（住民基本台帳より　外国人含む） 
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まつやま たいち くん しみず そうま くん なんぶ はるか ちゃん

名

前

性
別

保
護
者

住

所

南
部

遥は
る

歌か

女

敬
二
・
佐
知
子

市
荒
川

清
水

颯そ
う

真ま

男

健
太
郎
・
尚
美

松
岡
室

松
山

泰た
い

知ち

男

哲
也
・
有
紀
江

東
古
市

福
渡

心こ
こ

愛え

女

徹
・
希
保

松
岡
葵
3

吉
田

結ゆ

衣い

女

明
信
・
郁
恵

松
岡
観
音
2

岡
�

葵
ひ
ま
り

女

敏
文
・
悠

松
岡
葵
3

荒
井
虎こ

太た

郎ろ
う

男

嘉
孝
・
千
明

荒
谷

大
橋

達た
つ

也や

男

大
介
・
聖
子

松
岡
葵
1

酒
井
奈な

々な

子こ

女

紀
章
・
千
恵
子

下
浄
法
寺

池
田

陽は
る

音と

男

哲
也
・
由
紀

け
や
き
台

鈴
木

悠ゆ
う

真ま

男

亮
介
・
あ
ゆ
み

上
浄
法
寺

村
中

比ひ

鞠ま
り

女

守
・
和
美

東
古
市

松
井

�

�
�

女

亙
・
清
美

松
岡
神
明
1

青
山

雷ら
い

貴き

男

一
浩
・
浩
子

諏
訪
間

伊
藤

悠ゆ
う

真ま

男

信
久
・
明
美

東
古
市

杤
川

大は
る

翔と

男

晃
・
ま
ゆ
み

松
岡
松
ヶ
原
4

山
下

佳け
い

太た

男

賢
一
・
佳
乃

け
や
き
台

新
住
所

名

前

旧
住
所

栃
原

道
地

�
治

あ
わ
ら
市

坂
下

望

栃
原

大
月

黒
田

耕
平

大
月

田
中

陽
子

愛
知
県

松
岡
観
音
2

奥
田

大
三

福
井
市

小
林

鮎
美

松
岡
観
音
2

清
水

酒
井

忍

清
水

吉
村

順
子

福
井
市

松
岡
上
合
月

小
島

信
一

松
岡
上
合
月

�
井

真
紀

越
前
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ウ
エ
デ
ィ
ン
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お
く
や
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名

前

年
齢

住

所

南
川
ミ
ヨ
子

92

松
岡
春
日
3

豊
島
キ
サ
ヲ

83

松
岡
松
ヶ
丘
1

反
保
八
千
代

88

中
島

小
林
美
代
子

87

上
浄
法
寺

中
谷

善
助

79

松
岡
宮
重

川
尻

剛
士

87

松
岡
春
日
2

中
村

英
雄

75

谷
口

吉
田

定
信

91

松
岡
領
家

後
藤
ミ
ヨ
子

77

東
古
市

齋
藤

�
一

76

市
右
エ
門
島

伊
藤

克
�

81

山

中
村
つ
や
子

83

牧
福
島

堤

忠
典

59

栃
原

嶋
田

長
松

87

大
野
島

朝
日
フ
ジ
子

83

大
月

中
島

武

86

松
岡
芝
原
3

酒
井

信
志

74

東
古
市

西
川
き
み
子

92

松
岡
下
合
月

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
人
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

新
住
所

名

前

旧
住
所
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荒
川

山
田

大
志

市
荒
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敦
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美
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越
前
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松
岡
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富

松
岡
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�
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芳
実

坂
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松
岡
志
比
堺
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水

順
一

松
岡
志
比
堺

橋
向
ひ
と
み

あ
わ
ら
市

　日頃から身のまわり（家庭・学校・地域社会・職場など）で
感じる男（ひと）と女（ひと）の関わりの中から感じる思いや、
希望などを川柳（五・七・五）で表現し応募してください。 
応募資格：永平寺町にお住まいの人または勤務の人 
募集期間：9月1日（月）～10月17日（金）まで 
応募方法：用紙（自由）に1人2点以内で自作･未発表の 
　　　　　ものに限ります。 

住所・氏名・生年月日・電話番号を明記のうえ、
住民生活課（または支所）まで持参または、郵送・
ファックス・メールで応募してください。 

五・七・五の川柳を募集！ 五・七・五の川柳を募集！ 男女共同参画 

お問い合わせ：住民生活課内　男女共同参画室 
　　　　　　　161－3945  FAX61－3464 
　　　　　　　メール　seikatsu@town.eiheiji.lg.jp 



　
こ
の
え
い
へ
い
じ
大
燈
籠
な
が
し
で
は
、
当

日
の
ほ
か
、
準
備
の
段
階
か
ら
、
町
内
の
小
中

学
生
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
、
町
内
外
か
ら
一

般
の
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
を

支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 
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に
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縁
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す
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日
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楽衆玄達 楽衆玄達 
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夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
『
第
21
回
え

い
へ
い
じ
大
燈
籠
な
が
し
』
が
8
月
24

日
、
永
平
寺
河
川
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
約
１
万
基
の
燈
籠
が
静
か
に
流
れ
、

川
面
に
光
の
帯
を
彩
り
ま
し
た
。 

　今回も力強いばちさばきを披露した 
　永平寺龍童太鼓 

　熱のこもった演奏をした 
　　　　　　　　　福井県警音楽隊 

「永平寺町好き好き音頭」などを踊り
会場に花を咲かせました 

野
球
が
う
ま
く
な
り
ま
す
よ
う
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１０
歳
　
男
性
） 

良
縁
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う
に 

　
　
　
（
三
国
町
　
２４
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二
人
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仲
良
く
い
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れ
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す
よ
う
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（
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県
　
３６
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性
・
３６
歳
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性
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元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
ま
す
よ
う
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（
越
前
市
　
３０
歳
　
男
性
） 

会
社
の
社
員
の
全
快
祈
願 

　
（
茨
城
県
　
６９
歳
　
女
性
） 

学
業
と
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
で
き
ま
す
よ
う
に 

　
（
茨
城
県
　
１２
歳
　
女
性
） 

商
売
繁
盛 

　
（
福
井
市
　
３４
歳
　
男
性
） 

家
族
3
人
と
ハ
ム
ス
タ
ー
3
匹
が 

　
　
元
気
に
毎
日
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に 

　
（
福
井
市
　
１０
歳
　
女
性
） 

世
の
平
安
を
祈
り
ま
す 

　
　
万
々
歳
の
人
生
で
あ
り
ま
す
よ
う
に 

（
東
京
都
　
５８
歳
　
男
性
） 

　
陽
が
沈
み
辺
り
が
暗
く
な
る
頃
、
燈
籠
が

並
べ
ら
れ
た
特
設
祭
壇
前
で
営
ま
れ
た
川
施

食
法
要
。
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
の
役
寮
、

雲
衲
衆
約
1
5
0
名
が
厳
か
に
経
を
読
み
上

げ
、
先
祖
の
霊
を
供
養
し
ま
し
た
。 

　
法
要
が
終
わ
る
と
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
先
祖
の
「
供
養
燈
籠
」
や
、
家
内
安
全
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
が
託
さ
れ
た
「
願
い
燈
籠
」

が
次
々
と
流
さ
れ
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
川
面
を
下

り
ま
し
た
。
中
に
は
、
燈
籠
を
流
す
と
手
を

合
わ
せ
て
涙
を
流
す
人
も
…
。 

　
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
出
し
た
燈
籠
は
、
川
風

に
ゆ
れ
な
が
ら
寄
り
添
っ
て
い
き
、
や
が
て

ひ
と
つ
の
光
の
帯
に
。 

　
会
場
で
は
、
楽
衆
玄
達
の
和
洋
折
衷
が
入

り
混
じ
っ
た
生
演
奏
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
は

光
と
音
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
九
頭
竜
川
を
照
ら
し
た
光

の
帯
の
残
影
と
と
も
に
、
会
場
の
人
々
は
、

行
く
夏
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

か
わ
せ

 

じ
き
ほ
う
よ
う 

し
ゅ
う 

や
く
り
ょ
う 

う
ん
の
う 

が
く
し
げ
ん 

た
つ 

楽衆玄達 

広報永平寺9月号 2

えいへいじ大燈籠ながし



　
第
19
回
国
際
生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
高
校
生
を
対
象
と
し
た
生
物

学
の
能
力
試
験
国
際
大
会
）
に
お
い
て
、
日
本
代
表
と
し
て
挑
戦
し
た

水
野
俊
一
郎
さ
ん
が
、
見
事
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

へ
の
参
加
は
福
井
県
か
ら
は
初
め
て
、
も
ち
ろ
ん
初
の
入
賞
で
す
。 

福
井
県
立
藤
島
高
校 

3
年 

　
水 

野 

俊
一
郎
さ
ん
（
光
明
寺
） 

 

国
際
生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で 

銅    

メ
ダ
ル
受
賞 
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国際生物学五輪入賞

先
生
か
ら
の
薦
め
も
あ
り
、
受
験
し
た

水
野
さ
ん
。
千
三
百
人
余
り
が
受
験
し
た

国
内
選
考
を
、
一
次
・
二
次
そ
し
て
最
終

試
験
を
突
破
。｢

選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た｣

そ
う
で
す
が
、
見
事
日
本

代
表
4
人
の
出
場
枠
の
一
角
を
獲
得
し
ま

し
た
。

今
年
の
開
催
地
は
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
。

55
カ
国
か
ら
2
2
0
人
の
高
校
生
が
参
加
、

実
験
と
筆
記
試
験
に
よ
り
採
点
、
順
位
が

決
ま
り
ま
す
。
水
野
さ
ん
は
他
の
参
加
者

達
と
と
も
に
筑
波
大
学
で
の
特
別
合
宿
な

ど
を
受
け
、
こ
の
大
会
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

7
月
14
日
に
開
会
式
、
翌
日
に
は
い
よ

い
よ

｢

実
験
課
題
テ
ス
ト｣

。
4
種
の
実

験
を
行
い
、
正
確
性
と
結
果
の
考
察
力
な

ど
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
別
の
日
に
は
延
べ

4
時
間
半
に
も
お
よ
ぶ
筆
記
試
験
。｢

体

調
を
崩
し
、
熱
が
出
て
前
日
も
ホ
テ
ル
で

寝
て
い
た｣

と
万
全
で
な
い
体
調
な
が
ら
、

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
60
人
の
一
人
に
選
考
さ
れ

ま
し
た
。

｢

筑
波
大
学
の
教
授
の
皆
さ
ん
の
ご
指

導
に
よ
り
、
い
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
で
し

た
が
他
の
国
の
高
校
生
た
ち
と
の
交
流
も

楽
し
か
っ
た｣

と
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ

た
こ
と
を
素
直
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
生
物
に
興
味
が
あ
っ
た
水
野

さ
ん
は
、
藤
島
高
校
で
Ｓ
Ｓ
Ｈ

(

ス
ー

パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル)

研

究
ク
ラ
ブ
に
入
部
。
先
輩
た
ち
が｢

イ
チ
ョ
ウ

の
精
子
や
植
物
が
光
の
方
向
に
曲
が
る
性

質
な
ど
の
研
究｣

で
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
。

水
野
さ
ん
た
ち
も
毎
日
の
よ
う
に
研
究
室

に
足
を
運
び
、
今
も
そ
の
研
究
テ
ー
マ
を

継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。
他
の
研
究

も
並
行
し
て
お
り
、
毎
年
11
月
に
開
催
さ

れ
る
県
の
研
究
発
表
の
大
会
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
と
か
。｢

実
験
の
結
果

が
思
う
よ
う
に
出
た
と
き
に
、
喜
び
を
感

じ
、
次
の
実
験
へ
の
意
欲
が
わ
く｣

と
生

物
研
究
の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
は
大
学
に
進
学
し
、｢

将
来
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
仕
事
を
し
た
い｣

と
生
物
学
以
外
の
進
路
を
検
討
中
と
の
こ

と
。｢

で
も
最
近
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

結
び
つ
い
た
生
物
学
の
分
野
も
あ
る
ん
で

す
よ｣

と
語
る
真
摯
な
ま
な
ざ
し
は
、
ま

さ
に
青
年
生
物
学
者
の
よ
う
で
し
た
。

松本町長に銅メダルの報告をする水野さん

実
験
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は

喜
び
と
次
の
実
験
へ
の
意
欲

将
来
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
道
へ

藤島高校の研究室にて

初
戦
の
逆
転
勝
利
で
勢
い  

試
合
ご
と
に
強
さ
増
す 

　
『
努
力
は
裏
切
ら
な
い
』
の
言
葉
を
信
じ
て 

北
信
越 

大
　
会 

　
先
ご
ろ
行
わ
れ
た
北
信
越
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
て
、
松
岡
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
が
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

　「
う
ち
は
宇
野
―
吉
田
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
中
心

に
し
た
守
り
の
チ
ー
ム
。
し
っ
か
り
守
っ
て
リ

ズ
ム
を
つ
く
り
攻
撃
に
つ
な
げ
る
」（
竹
林
監
督
）

は
ず
が
、
1
・
2
回
戦
は
相
手
に
先
取
点
を
と

ら
れ
る
苦
し
い
展
開
。
し
か
し
、
北
信
越
大
会

で
は
打
線
が
好
調
で
、
と
も
に
逆
転
で
勝
利
し

ま
し
た
。「
あ
れ
か
ら
波
に
乗
っ
た
」
と
い
う
よ

う
に
、
準
決
勝
・
決
勝
と
堂
々
た
る
試
合
運
び

で
全
国
大
会
の
切
符
を
手
中
に
し
ま
し
た
。 

　
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
の
は
石
黒
主
将
。「
彼
女

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
対
す
る
姿
勢
が
、
全
員
に

い
い
影
響
を
与
え
て
き
た
」。
昨
年
秋
の
新
チ
ー

ム
結
成
時
は
不
安
定
だ
っ
た
チ
ー
ム
も
、
年
間

百
以
上
の
試
合
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

「
チ
ー
ム
に
ま
と
ま
り
が
出
て
き
た
」
そ
う
で
す
。 

　
残
念
な
が
ら
、
全
国
大
会
で
は
初
戦
で
敗
れ

た
も
の
の
、「
来
年
も
出
場
し
、
ま
ず
は
１
勝
」

と
、
下
級
生
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

【
竹
林
保
博
監
督
】 

　
試
合
に
出
な
い
部
員
も
雑
用
を
こ
な
し
た
り
、

大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
一
丸
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
今
や
、
チ
ー
ム
内
に
は
『
努
力
は
裏
切

ら
な
い
』
が
合
言
葉
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
も
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
の
一
員
で
い

ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。 

松岡中ナインに一言いただきました 

全中の舞台は本当にいい経
験になりました。この仲間
とソフトができて最高。 

石黒 めぐ さん 
10主将･遊撃手 

（3年） 

自分たちのプレーができた
し、みんな頑張っていてと
ても思い出深い日でした。 

宮川 友里 さん 
11 内野手 

（2年） 

2年の時にこの全中という
大きな大会を経験できてと
ても良かったです。 

藤田 千晴 さん 
16 外野手 

（2年） 

１回戦で負けてしまったけど、
全中に行けてよかった。いい
経験になりました。 

河合 菜摘 さん 
12 内野手 

（2年） 

先輩の思いを受け継いで、来
年の全中は１勝したい。先輩、
今までありがとう。 

神保 真琴 さん 
17 外野手 

（2年） 

全中に出場できて、チーム
全員で一生懸命に全力で戦
えてよかったです。 

小川ゆきの さん 
13 内野手 

（2年） 

松中なりの大きな声を出し
切ったけど、相手チームの
方がまとまりがあった。 

青木 美咲 さん 
18 外野手 

（2年） 

全中に出場できたことに感
謝したいです。またこの場
所に来たいです。 

山本 有梨 さん 
15 外野手 

（2年） 

初めての全中出場ですごく
緊張したけど、いい経験に
なりました。 

矢部 有沙 さん 
14 内野手 

（2年） 

昨日を無駄にしないため、明
日を後悔しないため、今日も
一日頑張れ自分！ 

宇野かんな さん 
1副主将･投手 

（3年） 

全中に出場でき、最後まで
松中メンバーと戦えてほん
とによかった。 

吉田 実久 さん 
2 捕手 

（3年） 

笑顔でプレーでき、最後ま
でみんなとソフトを楽しめ
て、最高の夏でした！ 

松島 　愛 さん 
7 左翼手 

（3年） 

あまり優勝の実感はなかっ
たけど、先輩の嬉し涙と笑
顔が見れて嬉しかった。 

黒濟 理菜 さん 
6 外野手 

（2年） 

目標だった去年の先輩を超
え、みんなで力を合わせて
全中出場、うれしいです。 

竹澤 　碧 さん 
5 三塁手 

（2年） 

大きな大会に出場できたの
も、たくさんの人々のおか
げ。有難うございました。 

宮川 茉侑 さん 
4 二塁手 

（2年） 

これまで支えてくれた人た
ちみんなに感謝したいです。 

三澤さくら さん 
3 一塁手 

（3年） 

今まで日々練習をしてきて、
最後の夏に全中に出場でき
て本当に最高でした。 

中川 陽加 さん 
9 右翼手 

（3年） 

全中はとても緊張して、精
一杯のプレーができず、と
ても悔いが残りました。 

御簗 　茜 さん 
8 中堅手 

（2年） 

第30回全国中学校ソフトボール大会 第29回北信越中学校ソフトボール大会 
【女子の部・決勝】 金沢市営専光寺ソフトボール球場 【女子の部・2回戦】 富山県岩瀬スポーツ公園 

旭東中（岡山県）　0 1 0 3 3　　　7 
松岡中　　　　　　0 0 0 0 0　　　0

東部中（富山県魚津市）0 0 0 0 1 0 0   1 
松岡中　　   　　　0 1 3 0 0 1×　 5

チャンスをつくるもあと１本が出ず無得点。 
最後まで流れをつかめず無念の初戦敗退。 

先制、中押し、ダメ押しと効果的に得点。 
エース宇野も１点に抑える好投。 
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北信越中学校

ソフトボール大会

第30回全国中学校ソフトボール大会｡ 入場行進する松岡中ナイン



九頭竜川であそぼ～！ 
　ドラゴンリバー交流会の主催による「九頭竜川で
あそぼ～会」が7月26日、松岡河川公園で行われ
ました。この企画は、九頭竜川に親しみながら、河
川環境について理解を深めてもらうことを目的に毎
年開催され、今年で12回目。県内から150人もの
家族連れが集まりました。ブーブー笛を作って遊ん
だ後は、公園内のせせらぎを利用して鮎のつかみ取
りです。ずぶぬれになる子、なかなか捕まえられず
に泣き出す子…。水しぶきと子どもたちの歓声がこ
だましました。とれた鮎はさっそく炭火で塩焼きに。「外
で食べるとおいしい」と、串刺しの鮎をほおばって
いました。 

わ～ふしぎ～！ 
　いろいろな理科の実験を体験できる「夏休み　
不思議な世界体験教室」が 8月 9日・10日に松
岡小体育館・志比小体育館で行われました。 
　参加したのは、町内の小中学生約110名で中学
生は実験のお手伝い。福井大学医学部 田村圭介教
授の指導のもと自分で創作する万華鏡や空中に浮
くホバークラフト試乗など、普段は経験できない
実験などを体験。中でも巨大空気砲は、大きな煙
の輪が体育館のステージから出て後ろの方まで届き、
子どもたちは驚きの表情を隠せないでいました。 
 

交通安全茶屋で 
事故防止を呼びかけ 

　夏は車の運転時も注意力が散漫になりがちな季節。
ドライバーに安全運転と事故防止を呼びかけるため、
夏の交通安全県民運動期間中の7月 25日、永平
寺支所前で交通安全茶屋が開設されました。永平
寺町交通安全母の会の皆さんが通行する車のドラ
イバー一人ひとりに、「安全運転に心がけてくだ
さい」と声をかけながら、冷たい飲み物を手渡し
ました。思わぬプレゼントにドライバーの顔もほ
ころんでいました。 

となりのトトロ　トトロ　 
　「天空の城ラピュタ」や「となりのトトロ」の
主題歌でおなじみの井上あずみさんによるファミ
リーコンサートが7月 20日、福井県立大学で行
われました。「となりのトトロ」をイメージした
バス停のステージに井上さんが登場。会場内の親
子を透き通る声で魅了させていました。絵本の読
み聞かせをする場面もあり、子どもたちは夢中。
　最後は「となりのトトロ」を大合唱で幕を閉じ
ました。トトロの歌を口ずさみながら帰る親子の
姿がとても印象的でした。 
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まちかどショット

鮎のつかみ取りをする子どもたち

ドライバーに事故防止の呼びかけをする母の会の皆さん

不思議な実験に驚く小学生 (松岡小学校体育館) 熱唱する井上あずみさん

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
夏
休
み
！ 

毎
日
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

い
き
い
き
と
活
動
す
る 

子
ど
も
た
ち
の
姿
を 

写
真
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「わっしょいわっしょい」のかけ
声に合わせてミッキーマウスな
どのおみこしをかつぎました。 

8
月
2
日
　
松
岡
東
幼
児
園
夕
涼
み
会 

東
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ま
つ
り 

みんなで手分けして作ったカレー
ライスは、いちだんとおいしかっ
たです。 

8
月
5
・
6
日 

奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
家
で 

永
平
寺
町
子
ど
も
連
絡
協
議
会 
子
ど
も
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

 
毎週、みんなで知恵をしぼって
将棋をしています。 

毎
週
土
曜
日
　
中
央
公
民
館
で 

子
ど
も
将
棋
教
室 

永平寺町ペタンク協会の人たちに
教わりながらペタンクを楽しみま
した。 

7
月
３０
日
　
志
比
小
で
行
わ
れ
た 

子
ど
も
ペ
タ
ン
ク
教
室 

 
石うすで大豆を引いてきなこ作り。 
白玉につけて食べました。 

8
月
9
日
　
古
代
っ
子
ク
ラ
ブ
が 

き
な
こ
作
り
を
体
験 

 
毎年恒例の行事！座禅をして精神
を統一しました。 

8
月
6
日
　
天
龍
寺
で
松
岡
地
区
の 

子
ど
も
た
ち
が
座
禅
に
挑
戦 

吉野小の児童が鳴子をならし、
よさこいイッチョライを披露
しました。 

8
月
9
日
　
ざ
お
う
荘
で
行
わ
れ
た 

吉
野
公
民
館
夕
涼
み
会 

 
毎日、全学年が地区ごとに分か
れて水やりをしています。 

上
志
比
小
の
児
童
に
よ
る
学
校
の 

花
壇
や
学
級
園
の
水
や
り 

町内の少年野球クラブの子ど
もたちが消防体験の後、親善
野球大会を行いました。 

8
月
9
日 

ゆ
め
パ
ー
ク
で
の
第
２６
回 

永
平
寺
町
連
合
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
歓
会 
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乳幼児健診日程 

今月の予防接種対象者 

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

   『
ア
カ
ペ
ラ
』　
山
本
　
文
緒 

『
い
ま
ど
き
の
思
春
期
問
題
』　
平
岩
　
幹
男 

『
江
戸
の
御
触
書
』　
楠
木
　
誠
一
郎 

『
乙
女
の
教
科
書
』　
お
お
た
　
う
に 

『
機
略
縦
横
！
真
田
戦
記
』　
池
波
　
正
太
郎 

『
暮
ら
し
や
す
い
水
ま
わ
り
で
成
功
し
た
家
づ
く
り
』 

　
主
婦
と
生
活
社 

『「
子
育
て
ス
ト
レ
ス
」
と
上
手
に
つ
き
あ
う
本
』 

　
野
崎
　
陽
子 

『
こ
ど
も
の
感
染
症
』　
金
子
　
光
延 

『
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
こ
う
防
ぐ
、
こ
う
治
す
』 

　
柏
口
　
新
二 

『
災
害
看
護
』　
黒
田
　
裕
子 

『
材
料
使
い
き
り
、
便
利
な
お
か
ず
』　 

ベ
タ
ー
ホ
ー
ム
協
会 

『
知
っ
て
得
す
る
！
速
算
術
』　
阿
邊
　
恵
一 

『
自
分
の
限
界
を
破
る
図
太
さ
の
力
』
落
合
　
信
彦 

『
酔
郷
譚
』　
倉
橋
　
由
美
子 

『
図
解
木
と
木
材
が
わ
か
る
本
』　
岩
本
　
恵
三 

『
手
作
り
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ビ
ー
ズ
ジ
ュ
エ
リ
ー
』 

　yoko 

『
時
が
滲
む
朝
』　
楊
　
逸 

『
な
ぜ
君
は
絶
望
と
闘
え
た
の
か
』　
門
田
　
隆
将 

『
早
刷
り
岩
次
郎
』　
山
本
　
一
力 

『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
不
思
議
の
国
イ
ギ
リ
ス
』 

　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ベ
ル
ト
ン 

『
非
常
識
家
族
』　
曽
野
　
綾
子 

『
フ
ラ
ワ
ー
ズ
』　
谷
村
　
志
穂 

『
真
夜
中
の
運
動
会
』　
池
永
　
陽 

『「
よ
い
印
象
」
の
言
葉
力
』　
宮
本
　
隆
治 

『
ラ
ク
チ
ン
！
食
費
節
約
の
キ
ホ
ン
』　 主

婦
の
友
社 

『
老
老
介
護
』　
吉
田
　
春
樹 

『
我
、
言
挙
げ
す
』　
宇
江
佐
　
真
理
　 

 『
遺
伝
子
が
語
る
「
命
の
物
語
」』　
村
上
　
和
雄 

『
い
の
ち
を
は
ぐ
く
む
農
と
食
』　
小
泉
　
武
夫 

『
お
お
き
く
お
お
き
く
お
お
き
く
な
る
と
』　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
と
み 

『
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に
』　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
の
き
　
し
げ
の
り 

『
大
人
に
な
る
前
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
』　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
東
　
眞
理
子 

『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
カ
レ
ー
vs.
ち
ょ
う
の
う
り
ょ
く
』　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
ゆ
た
か 

『
神
さ
ま
の
森
、
伊
勢
』　
今
森
　
光
彦 

『
雷
の
落
ち
な
い
村
』　
三
橋
　
節
子 

『
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
の
い
の
り
』　
村
尾
　
靖
子 

『
く
ら
べ
っ
こ
の
じ
か
ん
』　
レ
ス
リ
ー
・
エ
リ
ー 

『
け
い
こ
ち
ゃ
ん
』　
あ
ま
ん
　
き
み
こ 

『
こ
ぶ
た
の
ぶ
う
ぶ
そ
ら
を
と
ぶ
』　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ん
　
き
み
こ 

『
こ
れ
、
ぼ
く
の
宝
物
で
す
』　
山
下
　
奈
美 

『
す
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
』　
中
川
　
ひ
ろ
た
か 

『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
（
上
・
下
）』　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ 

『
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
』　
あ
さ
の
　
あ
つ
こ 

『
ミ
ラ
ー
ト
年
代
記
１
』　
ラ
ル
フ
・
イ
ー
ザ
ウ 

『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
と 

　
　
考
え
よ
う
世
界
の
こ
と
』　
真
珠
　
ま
り
こ 

      

町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
）
1

６１
ー
7
1
1
7 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館
　
　
　
1

６３
ー
2
1
1
1 

町
立
図
書
館
上
志
比
館
　
　
　
1

６４
ー
3
1
7
0 

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 

『おこだでませんように』 
くすのき　しげのり 

（小学館） 

『時が滲む朝』 
楊　逸 

（文藝春秋） 
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図書館だより

�
��

�
��

�
��

	



ちゃん 2歳
(松岡吉野堺)

�
�


�
�

�
��

�
�

くん 3歳
(松岡上吉野)

お散歩だいすき｡
毎日ワンワン見に行ってます｡
三輪車ものれるようになりました｡

ぼく､ 幼稚園だ～い好き｡
先生やお友達と楽しく遊んでるよ｡
戦いごっこしよ！

乳幼児健診日程 乳幼児健診日程 

今月の予防接種対象者 今月の予防接種対象者 

お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

40歳以上のがん検診が無料です！！（胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん・乳がん・子宮がん） 

ただ今、ケーブルＴＶ（1チャンネル）で 
健診CM放映中 !!

新
着
図
書
の
ご
案
内 
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健診・相談内容 対 象 児 日 程 場 所 時 間

1歳6ヶ月児
健 診

平成19年2月1日～
平成19年3月15日生まれ 10月3日(金)

松岡保健センター
(松岡福祉センター内)

13時30分
～14時まで受付

3歳児健診 平成17年8月1日～
9月15日生まれ 10月7日(火)

予防接種名 対 象 者

ＢＣＧ (結核)
個別予防接種

平成20年5月1日～
5月31日生まれのお子さん

★ 対象者には町から問診票を送付します｡
★ 接種場所は町内指定医療機関となります｡

送付案内をご覧ください｡
★ 町から配布されております ｢予防接種と子

供の健康｣､ あるいは ｢予防接種手帳｣ を必
ず読んで接種してください｡

★ 問診票は裏面までよく読み､ 問診内容は自
宅で必ず記入してください｡

三種混合
(ジフテリア・
百日咳・破傷風)

個別予防接種

1期初回
平成20年4月1日～

4月30日生まれのお子さん
1期追加
平成19年4月1日～

4月30日生まれのお子さん

麻しん・風しん
1期
個別予防接種

平成19年8月1日～
8月31日生まれのお子さん

日 時 場 所
胃
がん

一般健診
特定健診
高齢者健診

大腸
がん

肺
がん

前立腺
がん

肝炎ウイルス
検 査

乳
がん

子宮
がん

骨密度

9月11日 (木) 松 岡 ふ る さ と 学 習 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月23日(火･祝) 永 平 寺 開 発 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月25日 (日) 松 岡 保 健 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月11日 (土) 上 志 比 保 健 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月15日 (水) 松岡農業構造改善センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月18日 (土) 永 平 寺 保 健 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月27日 (月) 松 岡 保 健 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月11日 (火) 松 岡 保 健 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

☆受付時間：胃がん・大腸がん検診のみ受診の人は午前7時30分～8時30分まで｡
胃がんと特定健診､ 肺がんなど複数受診される人は午前8時30分～10時まで｡

☆特定健診 (40～74歳) を受けられる人は､ ご加入の医療保険者発行の受診券が必要です｡
☆がん検診の対象者は､ 永平寺町に住所があり､ 職場などで受診する機会のない人です｡
乳がん・子宮がんは昨年未受診の人が対象です｡

☆受診をご希望の人は各保健センターにお申し込みください｡ 詳しくは､ 各保健センターにお問い合わせください｡

保健通信



会　期　9月12日（金）～9月29日（月）18日間 
　　　　　（一般質問は9月18日、19日・22日 
　　　　　 10時からの予定です。） 
日　程　12日　　　　　　本会議 
　　　　18日、19日、22日　一般質問 
　　　　24日、25日、26日　各常任委員会 
　　　　26日、29日　　 　本会議 
場　所　本庁役場3階　議場 

　
平
成
２０
年
7
月
３１
日
、
平

成
２０
年
第
5
回
永
平
寺
町
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
次
の

よ
う
に
議
会
構
成
が
変
わ
り

ま
し
た
。 

常
任
委
員
会
 

永平寺町 
議会定例会を開会します 

※日程などについては、変更になる場合がありますので、 
　あらかじめご了承願います。 

平成20年第6回 

宮塚  幹雄 
新副議長 

坂本伊三栄 
新 議 長 

　
総
務
常
任
委
員
会  

◎
滝
　
波
　
登
喜
男
　
○
渡
　
辺
　
善
　
春 

　
長
谷
川
　
茂
　
雄
　
　
渡
　
辺
　
　
　
勇  

　
小
　
畑
　
　
　
伝
　
　
南
　
保
　
秀
　
樹  

　
坂
　
本
　
伊
三
栄 

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会  

◎
上
　
田
　
　
　
誠
　
○
金
　
元
　
直
　
栄  

　
松
　
川
　
正
　
樹
　
　
宮
　
塚
　
幹
　
雄  

　
原
　
田
　
武
　
紀
　
　
酒
　
井
　
　
　
要  

　
上
　
坂
　
久
　
則 

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会  

◎
松
　
倉
　
寛
　
治
　
○
斉
　
藤
　
則
　
男  

　
小
　
玉
　
益
　
雄
　
　
伊
　
藤
　
博
　
夫  

　
竹
　
澤
　
一
　
敏
　
　
河
　
合
　
永
　
充 

◎
宮
　
塚
　
幹
　
雄
　
○
滝
　
波
　
登
喜
男 

　
金
　
元
　
直
　
栄
　
　
渡
　
辺
　
善
　
春 

　
斉
　
藤
　
則
　
男
　
　
上
　
田
　
　
　
誠 

　
松
　
倉
　
寛
　
治  

議
会
運
営
委
員
会
 

◎
委
員
長 

○
副
委
員
長 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 
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くらしの情報

町有地・町公用車を売却します 町有地・町公用車を売却します 

物件番号 所 在 地 地目 面積(㎡) 用 途 地 域 最低売却価格
1 松岡松ケ原3－516－2

宅地

204.99

第1種低層住居専用地域

10,229,000円
2 松岡松ケ原3－516－3 205.00 10,127,000円
3 松岡松ケ原3－513－1 301.99 13,045,000円
4 松岡松ケ原3－513－2 301.96 13,044,000円
5 松岡松ケ原4－813－1 269.26

第1種住居地域
13,166,000円

6 松岡松ケ原4－813－2 269.24 12,735,000円

▲

売却地 (概要)

▲

物 品 三菱・図書館車 1台

母
子
家
庭
等
就
業
巡
回
相
談
を

開
催
し
ま
す

働
き
た
い
と
希
望
し
て
い
る
人
や
、
就

業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
に
就
業
相
談
員
や
母

子
自
立
支
援
員
な
ど
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
・
寡
婦
家
庭
の
人

の
不
安
、
悩
み
な
ど
の
相
談
も
受
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日

時

9
月
３０
日(

火)

１０
時
〜
１５
時

場

所

松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

�
２１
ー
0
7
3
3

福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

�
３６
ー
2
8
5
7

町有地・町公用車を一般競争入札により売却しますので､ 購入希望者は入札に参加してください｡
(詳細については､ 町ホームページをご覧ください｡)

●物品の特質
・初度登録年月 平成12年7月 ・登 録 番 号 福井800さ1158
・車検証の有効期限 平成20年7月30日 (期限切れ) ・乗 車 定 員 3人
・総 走 行 距 離 4,021㎞ ・車体の大きさ 長さ690㎝､ 幅201㎝､ 高さ271㎝

●入札日時・場所 10月17日 (金) 14時～ 本庁役場3階 大会議室
●申込期間 9月24日 (水) ～10月7日 (火) 9時～17時まで (土・日・祝日を除く)
※監理課または町ホームページより入札参加申込書を入手し､ 監理課へ提出してください｡
※落札者の決定は､ 予定価格 (最低売却価格) を超えた価格をもって入札した人のうち､ 最高価格の入
札金額を提示した人とします｡

●お問い合わせ 監理課 �61－3943

●入札日時・場所 10月26日 (日) 14時～ 本庁役場3階 大会議室
●申込期間 9月24日 (水)～10月15日 (水) 9時～17時まで (土・日・祝日を除く)
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くらしの情報

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は『
炉
ば
た
ト
ー

ク』

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
希
望
の

人
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ
ー

ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

総
務
課�

６１
ー
3
9
4
1

永
平
寺
町
役
場

(

本
庁)

、
あ
わ
ら
市

役
所
お
よ
び
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ(

ア
オ
ッ
サ)

に
設
置
す
る
自
動
交
付
機
で
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド(

住
基
カ
ー
ド)

を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
各
種
証
明
書
【
住
民
票

(

世
帯
全
員
ま
た
は
個
人)

、
印
鑑
登
録
証

明
書

(

個
人)

、
所
得
課
税
証
明
書

(

個

人)

】
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
典
1

証
明
書
交
付
手
数
料

2
0
0

円(

窓
口
の
場
合
3
0
0
円)

特
典
2

平
日
時
間
外
・
休
日
も
証
明
書

が
取
得
で
き
ま
す
。(

7
時
３０

分
〜
２０
時

役
場
本
庁
の
場
合)

お
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

�
６１
ー
3
9
4
5

｢

お
っ
ぱ
い
が
足
り
て
い
る
の
か
心
配｣

｢

お
っ
ぱ
い
が
出
な
い｣

と
か
、｢

断
乳
っ

て
い
つ
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
す
る
の
？｣

な
ど
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
、

お
っ
ぱ
い
の
悩
み
は
つ
き
な
い
は
ず
。
そ

ん
な
お
母
さ
ん
の
お
悩
み
に
、
専
門
の
助

産
師
が
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
お

母
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

9
月
２４
日(

水)

１０
時
〜
１２
時

場

所

松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

(

松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内)

対

象

町
内
在
住
の
1
歳
未
満
児
と
保

育
者
の
人

費

用

無
料

★
事
前
の
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
６０
歳
以
上
の
人
か
ら
参
加
可
能
で
す
。

約
3
カ
月
間
、
毎
週
2
回
の
運
動
機
器

を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

現
在
の
体
力
を
維
持
、
増
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

★
健
康
運
動
指
導
士
や
理
学
療
法
士
が
個

人
の
体
力
に
あ
っ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
設
定
し
、
無
理
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
ゆ
っ
く
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
体
力
に
自
信
の
な
い
人

で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｢

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
募
集
要
項｣

実
施
期
間

１０
月
8
日(

水)

〜

１２
月
２６
日(

金)

☆
水
曜
日
と
金
曜
日
の
週
2
回
実
施

時

間

１４
時
か
ら
１６
時
ま
で

場

所

お
た
っ
し
ゃ
夢
サ
ロ
ン

(

松
岡
兼
定
島
３８－

４５)

費

用

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
費
用

8
�
4
0
0
円(

1
回
3
5
0
円
×
２４

回)

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
初
日
一
括
前
払
い

と
な
り
ま
す
。

対

象

町
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
男
女

定

員

先
着
１５
名
様

注

意

次
に
該
当
す
る
人
は
参
加
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

☆
５９
歳
以
下
の
人

☆
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

☆
医
師
か
ら
運
動
の
制
限
を
さ
れ
て
い
る
人

☆
重
篤
な
疾
患
を
お
持
ち
の
人

締
め
切
り

9
月
１６
日(

火)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
�
６１－

0
1
1
1

永
平
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
６３－

2
8
6
8

上
志
比
保
健
セ
ン
タ
ー
�
６４－

3
0
0
0

住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
自
動
交
付

機
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す

�
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
�『

町
長
の

炉
ば
た
ト
ー
ク』

行
っ
て
い
ま
す
！

マ
マ
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

｢

お
っ
ぱ
い
の
お
悩
み
相
談
会｣

開
催

高
齢
者
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集
！

まつぼっくりキッズが高齢者体操サロン ｢こつこつ教室｣ の
ボランティアを行っています (7月28日 松島水族館にて)



国
民
健
康
保
険
証
の 

　
　
　
更
新
に
つ
い
て 

　
現
在
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ

ん
に
交
付
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限

は
9
月
３０
日（
火
）で
す
。
１０
月
1
日（
水
）

か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
保
険
証
を
9
月

下
旬
に
配
達
記
録
郵
便
で
ご
自
宅
に
送
付

し
ま
す
。
9
月
３０
日
に
な
っ
て
も
届
か
な
い

場
合
は
、住
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
　 

　
　
　住
民
生
活
課
　
1

６１
ー
3
9
4
5

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者の皆さんを、 
介護や福祉、健康などのさまざまな面から支援を行っています。 

一人で悩まずに、まず地域包括支援センターをご利用ください。 

・介護保険サービスを利用したいけれど、どうすればいいの? 
・一人暮らしや老夫婦世帯だけど今後が心配… 
・介護や生活などに心配ごとがあるけれど… 

例えばこんな時に… 

お問い合わせ　福祉保健課・地域包括支援センター 164－2211

お問い合わせ　税務課　固定資産係 161－3944
お問い合わせ　NHK視聴者コールセンター 
　　　　　　　10120－151515

 省エネ改修工事に伴う 
固定資産税の減額措置について 

＜減額の対象となる要件＞ 
○平成20年1月1日に存在する既存住宅（賃貸住宅を除く） 
○平成20年4月1日から平成22年3月31日までの間に
改修工事を施工した住宅 

○次の改修工事であること 
　①窓の改修工事（複数ガラス化など） 
　②床の断熱改修工事　③天井の断熱改修工事 
　④壁の断熱改修工事 
※①は必須工事。また、外気などと接するものの工事に限る。 
○工事費用が30万円以上のもの 
　（省エネ改修に直接関係のない費用は含まない） 
○現行の基準に適合した工事であること 
＜減額内容＞ 
　省エネ改修工事が完了した翌年度分に限り、固定資
産税額の3分の1が減額されます。（120㎡までを限度） 
　原則として、改修工事完了後3カ月以内に申告書
の提出が必要となります。申告書は税務課、および
町ホームページにご用意しています。 

　一定の省エネ改修工事を施工した住宅を対象に、当
該住宅に係る固定資産税が減額されます。 

障害のある人を対象とした 
NHK放送受信料 の 
 　　　　　　免除基準が変わります 

平成20年 
10月1日から 

全額免除 
●「身体障害者」「知的障害者」「精神障害者」が
世帯構成員であり、世帯全員が市町村民税（住
民税）非課税の場合に、全額免除となります。 
★従来の「身体障害者」「重度の知的障害者」から対
象を拡大します。 

★生活状態の条件を「市町村民税非課税」に統一し
ます。 

半額免除 
●視覚・聴覚障害者が世帯主の場合に、半額免除
となります。 
★視覚・聴覚障害者の免除基準の変更はありません。 

●重度の障害者（身体障害者、知的障害者、精神
障害者）が世帯主の場合に、半額免除となります。 
★従来の「重度の肢体不自由者」から対象を拡大します。 
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平成21年4月 から  
   水道料金 が 統一 されます 

永平寺地区簡易水道 
上志比地区簡易水道 

　現行の簡易水道料金を改定する条例案が、平成20年7月に開かれた臨時町議会で可決
され、来年4月から永平寺地区、上志比地区の水道料金が統一されることになりました。 
　今後とも、皆さまの信頼に応えるため、経営の効率化やサービスの向上に努めてまいりま
すので、ご理解とご協力をお願いします。 

◎基本料金　１，０５０円 （水量１０Kまで）   
◎超過料金　　１０５円 （１０Kを超える１Kにつき）   

◎別途メーター貸付料が掛かります      
1カ月あたり 

  13㎜  
  20㎜   
  25㎜   
  40㎜   
  50㎜   
  75㎜   
100㎜以上 

    52円  
   105円  
   126円  
   189円 
   472円 
1,260円 

262円  
336円  
346円 

量水器口径 現地メーター 遠隔メーター 

町長が定める額 

町長が定める額 

お問い合わせ　上水道課　161－0277

お問い合わせ　下水道課　163－4234

　ご不明な点について、ご一報いただければ、 
ご説明に伺います。 

水道料金 ＝ 基本料金 ＋ 超過料金 ＋ 水道メーター貸付料 
例 ： 口径１３㎜で水道使用量が、１カ月４０Kの場合、１，０５０円＋{１０５円×（４０－１０）｝＋  ５２円 ＝ ４，２５２円 
例 ： 口径２０㎜で水道使用量が、１カ月４０Kの場合、１，０５０円＋{１０５円×（４０－１０）｝＋１０５円 ＝ ４，３０５円 

　排水設備指定工事店は、基準に合った完全な工事を行うために必要な技術
や設備を備えており、安心して工事をまかせることができるよう町が指定した
ものです。 
　排水設備指定工事店以外 のところで工事をしますと、工事後の検査が受け
られず、工事のやり直しをしていただくことになることがありますので、ご注意
ください。詳しくは町ホームページをご覧ください。 

　本町の水洗化普及率は約92％と、まだ未接続世帯が見受けられます。
未接続世帯があると、悪臭発生など公衆衛生上の問題もありご近所迷惑
となるうえ、汚泥の最終処分に多額の費用がかかるなど町にとっても財
政上大きな負担となります。 
 町民の皆さまがよりいっそう清潔で快適な生活を営めるよう、まだ汲み
取り式および浄化槽設置の世帯は、一日も早く水洗化していただきます
ようご協力をお願いします。 

排水設備（水洗化） 
工事のお申し込みは 

水洗トイレで快適な暮らしを！ 

排水設備指定工事店で！ 

平成20年度 
排水設備工事責任技術者 

試験の実施 
　日本下水道協会福井県支部
では、平成20年度の「排水設
備工事責任技術者試験」を次
のとおり行います。 

お問い合わせ・お申し込み　 

下水道課　163－4234

日　時　11月19日（水） 
　　　　10時～12時 
場　所　【嶺北会場】 
　フェニックス・プラザ　地下大会議室 
※試験前に希望者を対象とす
　る受験講習会を開催します。 
（講習料3,000円） 
受験料 　5,000円 
申込期間　9月16日（火） 
　　　　　 ～30日（火） 
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年 金 

お問い合わせ   住民生活課　161－3945　福井社会保険事務所　123－4516

お問い合わせ   

建設課　161－3948

お問い合わせ   総務課　161－3941

国民年金保険料は、全額社会保険料控除が受けられます。 
　自分自身、または配偶者やお子さまなどの国民年金保険料を納付したときには、年末調整や確定申告の際に、その
年の1月1日から12月31日までの間に納付された保険料全額が、所得税や地方税の社会保険料控除の対象となります。 
　社会保険料控除を受けるためには、国民年金保険料を納付したことを証明する書類を添付することが義務付け
られています。 
　納付したことを証明する書類として、｢社会保険料（国民年金保険料）控除証明書｣を被保険者ご本人あてに送付
いたしますので、大切に保管しておいてください。（世帯主の人などが、家族分もあわせて納付いただいた場合にも、
世帯員である被保険者ごとに送付されますので、ご理解をお願いします。）控除証明書の送付は、11月と翌年2月に
分けて送付されます。 
　紛失などで控除証明書を添付できない場合にも、領収書を添付していただくことによって、社会保険料控除が受
けられます。 

分譲区画数　3区画 (全16区画のうち、13区画分譲済) 
区 画 面 積　313.71㎡(94.90坪)～314.23㎡(95.05坪) 
分譲坪単価　72,000円～ 
　　　　　　　　　77,000円 
特　典　付　永平寺町の補助 
　　　　　　制度あり   

「上志比の里　栗住波」 

　今年の文化祭は、11月1日、2日に3地区同時開催
します。各地区とも趣向を凝らした企画を準備して
います。 

　ステージ発表の出演者、作品展示の出品者を
募集しています。また、ステージ発表の司会者
や一般スタッフも募集しています。詳細は、
下記までご連絡ください。 

松岡地区文化祭会場 松岡小学校体育館ほか 

永平寺地区文化祭会場 緑の村ふれあいセンター 

上志比地区文化祭会場 上志比文化会館サンサンホール 

お問い合わせ    

永平寺地区文化祭実行委員会事務局 
　　　　（生涯学習課永平寺分室内） 
163－4222　FAX63－4233

3

　この調査は住宅・土地に関する最も基本的な調査
で、国や都道府県・市町が住生活基本計画やまちづ
くり施策などを立案するための大切な資料となりま
す。対象となった世帯には、知事が任命した調査員
が調査票を持ってお伺いしますので、調査票への記
入をお願いします。 
　なお、調査内容は統計を作成するためのみに使用
するもので、その他の目的には一切使用しません。 

10月1日、全国で住宅・土地統計調査が行われます 
永平寺地区では… 

火災・救急・ 
　　救助は119
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有限会社 ヤマギシ 福井県吉田郡永平寺町飯島２３-５ TEL ６３－２６０５　FAX ６３－４２４４ 

ホットあげの直売店（旧まどか） 

食の安心と安全に重視し、美味しい食品作りに心がけています。 

定休日：日・水曜日 

携帯 090－2031－8109

皆様の夢をお手伝いします！ 

福邦銀行　松岡支店 

吉田郡永平寺町松岡春日１丁目31番地の2 
電話（0776）61－ 0063

防 防 
消 消 

　9月9日は、9（きゅう）と9（きゅう）で「きゅうきゅうの日」、すなわち「救急の
日」です。 
　「救急の日」は、救急業務および救急医療に対して皆さまの理解と認識を深
めるとともに、救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に昭和57年に
定められました。 
　消防署では、救命率のさらなる向上にむけて、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を取り入れた救急講習会を 毎月第2日曜日 に開催しています。 

　町では次のような制度を設けて防災力の向上を図っています。 
　自主防災組織の活動への協力　 
　 
 
　自主防災組織資機（器）材の購入への助成 
 
 

　自主防災組織の育成のための打ち合わせや防災活動に必要な勉強会などの開催、避難訓練や初期消火訓練な
どに要した経費に対して助成します。また、自主防災組織の育成・強化には、町職員や消防職員が指導を行っています。 

　自主防災組織が避難用具（ヘルメットなど）や救助・救護用品などの資機（器）材を備えるため、購入した経費に
対して助成します。 

防 
災 災 
防 

永平寺町における自主防災組織育成の取り組み 

地域防災力の向上にむけて 

 

町では平成20年8月20日現在、85組織（地区）が自主防災組織をつくり活動しています。 

お問い合わせ　総務課　161－3941　 

お問い合わせ　永平寺町消防本部　161－0179　 
火災・救急・ 
　　救助は119
火災・救急・ 
　　救助は119

　災害による被害を最小限に食い止めるためには、まず個人の行動（自助）が基
本となります。しかし、それには限界があり、隣人、自治会を単位とした自主防災
活動として、自主防災組織（共助）による住民自らの出火防止、初期消火、被災者
の救出救護、避難などを行うことが必要です。 
　自主防災組織は、地域を災害から守るという住民の力により、災害時における
防災活動の大きな力となります。そのため、日頃より防災訓練や話し合いなどで
地域住民、隣近所との交流を深め、いざというときの行動がとれるよう、なお一層
自主防災組織としての育成・強化が必要となります。 
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消防・防災

〒910-1135 福井県吉田郡永平寺町松岡室23－1－1 
TEL.0776－61－0500  FAX.0776－61－0517


